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概
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概
念
の
：不
必
要
，
 

な
陳
定
条
件
が
：次
第
に
排
除
さ
れ
て
.い
っ
た
の
は
ま
た
、
実
証
不
可
能
な
糧 

.か
ら
办
.純
化
の
過
程
で
も
あ
っ
¥

 

.

.

無
差
別
曲
線
の
理
論
は
、
ハ
そ
の
よ
ぅ
な
過
程
の
.r

段
落
を
庇
し
て
い
る 

か

じ

ク

無

別
^

^

、"
あ
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知
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れ
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あ
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v

o

e

で
あ
る
と
す
る
。

価
格
体
系
0

の
.
も
と
で
所
得
姗
を
得
た
消
費
者
は
.

.

■

P

.°
«

H

M

P

I.炱
叭 
M

o

(
3)

：

/
/ 

.

£
 

く

:

'

'
 

,

:
-
.

を

備

た

す

(

§

,

さ
，…

，
■ 

f

)

の
範
囲
で
、
財
ル
、
.
X!

、;.
.
xn

の
購
入
量 

,
1、

阶
、

を
き
め
る
こ
と
が
で
き
る
0.
同
じ
価
格
体
系
と
同
じ
所
得
額
と 

..に
対
し
て
消
費
者
は
各
財
：の
購
入
量
の
同
じ
組
み
合
わ
せ
.を
き
め
る
と
.す
れ 

ば
、
.そ

の

対

^

関

係

を

%

=

^(

M

, 

p
)

 

i
=
0
,
1
,
…

ァ n

 

(
4
)

の
よ
ぅ
に
書
く
こ
と
が
で
き
る
0
.

購
入
量
と
価
^

^

系
と
の
‘

ぃ
だ
に
は
、

-'

'
.
l
、

ヮ
ル
.
ラ
ス
の
収
支
均
等
式
;

.
ベ

.

;:
.

'

，

V
 

二
、
同
次
性
の
公
準

>

(

®

 

铅

〕
=

 /
4

(
^

p
)

 

i
=

o
,

l
,

:
.

,
n

 

"

 

(
6)：

.

.
,

た

は

任

意

の

定

数

。
.

'

.
、

 

'
 

が
成
り
た
.
つ
と
と
を
仮
定
し
文
お
-<

。
こ
.
の
よ
ぅ
に
ム
が
孤
、，
P

に
関
す
る
零 

次
同
次1

1

数
で
あ
る
こ
と
を
.仮
定
ず
る
と
⑷
は
、.

贫
“

b

i

c

w

,*l
3
l 
二…

.
V

4

3) J
=
o
,
l
,

 

:

:

;

,

s

.

(
T)：

 

と
し
て
よ
い
。
た
だ
し
、
'

.

ン
'

、

^

'

. 

i
.
=
l
,

.

.

.

J
r
o
.

.

V
 

^

で
あ
る
。
と
の
こ
と
は
：、(

s
-
f
l
)
'

種
の
財
が
売
買
さ
れ
：る
市
場
■
の
価
格
体
系
；

'に
つ
い
て
は
、
#:

定
の
財
、：
例
え
ば
為
の
価
格
に
対
す
る
比
i

f

 

P
i

,

.
 

ミ…

，
$

)

：を
知
れ
ば
十
分
で
あ
る
こ
と
を
亲
し
て
い
る
。
以
下
、
価
格
体
系
. 

を
P

に
よ
っ
て
表
わ
す
こ
と
.
に
す
る
。.
こ
.
れ
に
応
じ
て
{3
)

、
(5

)
は
そ
れ
ぞ
れ

^

.

>

1
笤
-f
'M
p

?

i
i!
A

3

。
 

(
8
)

 

“
0
+

 

总
=
?
バ 

(
9
)

.

E

::
■'
.

ン
；

'
.
:

の
よ
う
'
に
書
き
が
.：え
ら
..れ
る
。

■

費
者
が
、
与
え
ら
れ
た
偭
^

:

系
妒
お
よ
ぴ
所
得
額
％
の
も
と
.で
、
⑶
を
' 

満
た
す
.
.0/
'
.
の
中
か
..ら
特
.に
«o
F
=tl(

m

。，3
?
。
)

 
.

'̂

購
入
す
る
こ
'
と
に
き
め
た
の 

は
、
彼
に
と
っ
て
そ
の
0̂

が
、
(8
)

を

満

た

す

ど

の

よ

う

な

.̂
よ

り

も

好

ま

し

い

ぐ 

' 

’： 

.

(

迮
五〉

：

組
み
合
わ
せ
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
い
'ま
、

a)
°
と
は
異 

^

0

^

 

,

.

ソ
.

V

 

.

^

•
«.
^

§

0 

.

.

.

.

.

.

. 

(10)

a；

ド
 

H

b

c

m
 ド，.
3

 

,

0:

開
係
を
満
た
し
.
.て
.い
-̂
'
-
.と
す
る
。
.
.そ
.
の
.と
き
同
時
に
.

p

r
«o
l̂
\

m

M
 

(11)

が
成
り
■.た
，つ
：と
す
る
■
と
、
.こ
：れ
が
ま
た
、
OJ
1

が
a；
0

よ
り
好
ま
し
い
組
み
合
わ
せ 

で
あ
る
..と
...と
'
を
.示
す
こ
.
と
^

な

る

。
..：
し

.
た
が
？
て
、
' 

少

.な

く

と-%
分
析
の
対
象 

と
な
る
消
費
者
O'

選
好
序
列
に
は
；一
貫
性
が
あ
る
と
#
え
る
か
ぎ
り
、
わ
れ
わ 

れ
：は
(1
0

)
ど
(1
1

)
と
が
両
立
し
な
い
と1

K

う
彼
定
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

以
上
が
こ
れ
か
^

の
議
論
の
主
要
在
0|
1
.
提
条
件
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
数
学
的

:

処
理
め
た
め
の
彼
定
を
苦
干
つ
け
加
え
て
お
こ
う
。

.

'

> 
++
 

. 

.

.

.

■

:

.

.

. 

U

 

三
.

ハ
八
：.五
五)

:

頸
現
的
選
好
の
理
論
と
積
分
可
能
#i

の
問
爾



ま
ず
、I

而
要
阐
数
^

f

o

,
 i

'
:

匸
，
s)

 

'

f t

m-

、
外
、
.…

…

ル
に
亂 

す
る
連
綺f
価
函
数
で
、
こ
れ
ら
.
'
9
+
1

)

個
の
変
数
に
関
す
る
一
階
の
‘偏
微 

分
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を
仮
定
し
て
お
く
。
 

' 

ま
た
、
W

、
约

…
…

』

の
す
べ
て
の
値
に
対
し
て
.

I

b

f

b
o
l
j

 
-

-
-
-r
b

o

s
b
l
m
y
;

y
l
l
.

b

I 

U
7
J
X
,
,

 

b

g
^
g 

で
あ
る
と
す
る
:'
0

:た
.だ
し
、

D

e.
"

.

运

p

Q >
U(O.

I *

It

^  »
' O .

I!M

f

v

 

f

抑
は
、E

で
き
ま
る
ぬ
の
：組
ねH

o
c
o
,

 

?

 

.

:

:

v铲)
に
対
し
て
'(

I

• 

■ 

'
:
、
■ 

. 

, 

:
!
- 

■

■

■

■

■

.

;

.…

: 

' -
■

■.

ぎ

…
…
，

y

 )

の
組
が
一
義
的
に
き
ま
る
た
め
の
条
件
で
あ
る
。
こ
の
条
件 

を
仮
定
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
後
に
.積
分
可
能
性
.
の
問
題
と
関
連
し
' 
て
そ
の
：
 

妥
当
性
を
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
'ら
な
い
が
、

)

さ
し
あ
.た
っ
て
脚
が
成
り
た
つ
も 

の
と
す
れ
ば
、.
£

に

対

応

し

て
.
.
.

:

: 

.

:

§

=

w
§

(

0

0

Y
 

'

岁
=

^

c

&J

の
ょ
ぅ
な
函
数P

I
、

HI

、
.…

..P
I

が
存
在
し
て
、
こ
れ
ら
は
^

の
適
当
な
^

®
 

でj

価
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
玖
に
仮
定
さ
れ
た
性
質
か
ら
、
-'
P
I
、R1
、
'. 

…

も
は
そ
れ
ぞ
れ
の0

2
+
1
)

個
の
変
数
に
関
しV

連
続
で
、一.

階
の
偏
微
分 

が
可
能
で
あ
る
0

.

:

:'

'

V
.
.
'
;
'
'
.

 

- 

- 

-
C.

八
五
ニ 0

 

'

こ
こ
で
I

こ
れ
ま
で
の
仮
定
を
^

§1

し
て
お
こ
ぅ
0

仮
定
一
、
価
格
体
系
»TJ

=
(
P
C
,
,
P
1
;
:
，，

F

6

に

つ

い

て

は

不

'

,

P

IV
0 

• 

(
1
)

F

V

0
 

(
2
)

.
(

注
八〕

.

.
：
-
.

が
成
り
た
.
つ
。

.

-
仮
定
ニ
、'
.
.実
質
所
得
と
相
対
価
格
の
組
f

 

P
i

,
…

，
ず〉

と
、
財
の
儒 

入
量
の
組
み
合
わ
せ(

ぎ

ぞ

)

と
の
あ
い
だ
.
に
は
ー
：義
的
な
対
佑 

関
係
が
ち
る
マ
:

,

ヘ

レ
^
^
^
^
^

仮
定
三
、
需
要
函
数b

=
(
D
0
,
D
l
'
.
V
B
6

と
そ
の
逆
函
数
：K

=
s

き 

W

1

,…

，K
„
>

と
は
そ
れ
ぞ
れ
、
9

+

1)

佩
の
変
数
に
関
し
て
連
続
、
か
つ 

T

階
の
偏
微
分
亦
可
熊
で
：ぁ
■る
。へノ'
'

仮
定
四
、
需
要
函
数
に
つ
いV

,

は
、
等

式

：

■只 
0

+

.(̂

夕
泛
=

§

3

■ 

T

 0
,
i
.

が
.成
り
立
つ
。

.

:
:
:(

注
九 
>
‘ 

>

仮
定
五
、
^

H

b

o

r'o
,
.. 

p
。
)
， .

^

=

b(

m

s
 

.
-
t̂)

，
. 

'
Hh
^

に
つ
い
て
.

:
:

^

*

^

^

n

 

=

 .
?r
v
.
.

な
ら
ば
必
ら
ず
次
の
不
■

が
成
り
た
つ
。

.

.

.

;

p

r

^

v

^

.

«

»-
•

=
 

§
 卜
..

甚

(

注
一)

.
価
格
が
零
で
あ
る
財
は
、
い
わ
ば
自
由
財
で
あ
る
。
価
格
が
零
に
な 

.

る
か
芷
の
値
を
と
る
が
は
、
.
市
場
均
衡
の
状
態
に
ょ
っ
て
き
ま
る
の
で
、

(

は 

じ
め
か
ら
自
由
_財
を
匿
別
.
し
て
お
く
こ
と
は
で
き
な
い
。

.

(

注
ニ)

ベ
ク
ト
ル
の
大
小
関
係
を
表
わ
す
記
号
は
、
慣
甩
に
し
た
が
っ
て
次 

の
ょ
ぅ
に
約
束
す
る
。
.

)
*

ニ
つ
の
S

の
ベ
タ
ト
ル
o

n
 (

a

,…

，
f

y

ン
b

=

9

h

…

，
r

>
に 

つ

い

て

-■
■

.

:

C

H

=

r

,

.

.

i

=

l

'

r

J

n

.

の
と
き
+

C
H

^
b

i
、
=
1
,
…

，％ 

の
と
き 

a
l̂
s

....

a
ll
v

CH

か
つ 
9

S

 

の
と
き
Q
IV
5

と
く
に
： 

*
•- 

.-

0
^

>
1

H

 

の
と
き 

a

v

&

>-- 

(

注
三)

相
対
価
格
の
基
準
と
な
る
脉(

一一3*
,
-メ
レー

ル
財
あ」

る
い
は
貨
幣
財)

 

を
み
に
掛
定
す
る
た
め
の
数
学
的
エ
夫
で
あ
る
：。
こ 
'の
ょ
ぅ
な
.餘
定
.化
.を
避 

..

け
る
た
め
：に
絶
対
価
格
体
系
で
議
論
を
進
め)

る
例

(

ァ
ロ
ゥ
他
、

エ.
コ
ノ
メ 

ト
リ
力一

九
五
九
年
、
第
：一'
哥
八
二
頁
以
下)

.

も
ぁ
る
が
、
，得
ら
れ
：た
結
果 

.

.か
、
そ
の
*:

め
に
支
払
わ
れ
た
代
価
；に
値
す
る
か
は
疑
わ
し
い
。

.

(

法
四)

ベ
ク
ト
ル 

D

-1
I

C

D

0

,

b

l

,

3
D
3
)

々
用
：い
て
、

x
i

=
d

.
i

,
c

m
,

 

p)

，：
£
“

o
,

1
,
…

，

を
簡
単
に
“

=
D
(
m
,
:
p
)

と
書
く
こ
と
が
あ
る
。
 

ハ
注
苏
ソ
サ
ミ
ュ
エ
へ
ル
ソ
ン
丑
ハ
式
頁
參
照
。

:
' 々

(

注
六 >

:
认

が
^

十1
>

個
の
変
数
に
関
し
て
一
価
で
あ
る
と
仮
定
す
る
こ
と

っ
颍
規
钠
選
货
の
理
論
と
積
分
可
能
姓
の
間
顧
し
;

;

.

.

に
つ
い
.
.て
は
、
-福
岡g

六
五
直
参
照
'。

(

法
七)

.
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
第
五
節
で
ふ
れ
る
'。

(

注
八)

.
p

=

o
と
な
る
の

.
は
、

欲
望
が
歡
足
さ
れ
つ
く
し
た
場
合
で
あ
る

が
、
そ
の
.
と
き
経
済
問
題
へ
の
興
味
は
お
こ
ら
な
い
。

(

注
.
九)

,

サ
ミ
.
.ニ1

ル
ソ
ゾ

の
基
本
的
な
仮
定

(

11

六
五
寅)
ま

た

は「

頭
現

的
選
好
の
弱
い
ー
公
準
し
^

三
セ
ひ
頁
ゾ
で
ぁ
る
。

• 

■ 

. r
l 

-

.
■J

.

. 

'
V
:
: 

:

.
-:
.

, 

、
 

市
場
で
の
！
^

の
変
化
と
消
費
者
の
需
要
量
の
変
化
と
の
あ
い
だ
に
成
り
た 

つ
関
係
を
、
仮
定
.
一ー

五
が
ら
引
き
出
す
こ
と
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

財
の
異
な
る1

1

つ
の
組
み
合
^.

せ
«

H

D(

m
o
, 
3

-

 

‘
^

=

b

(

w

ド，

S

 

.
の
ぁ
ぃ

だ
に

^

•

«

o

”p

o

.

«

l

"
§
u

が
成
り
た
.■
っ.
て
い
る
.
と
す
る
al

、：
仮
定
五
■
に
ょ
.
っ
て
_ 

.

p

r
«o
\/
^
r
«
v
.
.
.
' 

で
あ
る
。
'こ
の
不
1

^

の
両
辺
：か
：ら
上
の
等
式
の
両
辺
を
則
く
と
、

細

爱

戔

|

如
|

.,

• 

.
 

- 

. 

_

' 

.

.

. 

-

.

.

.

.

.

.

•
. 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

で
あ
る
か
ら
、
^

|

:

?

^

」

窆
，'
^

丨
0̂
=」

癸
:.
;

と
書
け
ば
、

/ 

■
 
/

.

.

.

:

. 

'

■

s

^

l

s

A

Q、
 

■

■

'

,

:

.

适 

■ 

■.
:'

西

五
!'
'
-

(

八
五
+:)



&

 六
：：
(

A-
H.
A.)

よ
ブ
て
次
の
定
理
を
得
る
？

:

，

.
：,:
、

:'
;

.

.■
'
、

.

定
理一
、
価
格
が
?>
°

か
ら
卸
だ
け
変
化
し
た
と
す
る
。
消
費
#
の
購
入
す
る 

財
£:

篆
も
と
.
の

經

。?>
で
評
価
し
た
：価
値
和
を
.
‘ー
定
に
保
つ
、.

と
い
ぅ
条
件 

o'

も
と
で
、
購
人
量
.の
.変
化
如
と
雄
と
の
あ
い
だ
に
は
、

.

笾

(

注
ニ)

の
関
係
が
あ
る
。
へ
：

.

,

:
■

‘
.

(

.注
5

'

.:
•;

こ
れ
は
ノ
ヒ
>
 

ク
ス
が
行
列
の
定
符
号
性
が
ら
導
い
た
結
論
と
類
似
し
'：て
い
. 

.る
0

仮
^

五
と
：0

関
連
は
サ
：ミ
十
エ
ベ
ル
■
ソ
ン
に
ょ
-?

て
ー
ボ
ざ
れ
.た
が
',
>

そ

れ
ょ 

り
も
さ
き
に
.ジ
'
3

ル
ジH

ス
ク
"

レ
-
.
ゲ
ン
が
，、：.異
^
っ
た
観
点
か
ら
同
様
の 

推
論
を
行
な
っ
て
い
る
。
，

定
理
.
...ブ：を 
一|

次
形
式
：の
定
符
号
性
に
.関
す
る
命
題
に
還
ー
70
し
た
.し
く 
.つ
力
：の 

同
値
な
表
現
が
^

る
の
'
で
、
そ
れ
ら
の
あ
い
だ
0'

相
互
連
関
上
つ
い
て
若
干
■ふ
' 

れ
て
お
ぐ
S

と
が
、.
以
下
で
わ
れ
わ
れ
の
間
題
を
俯
瞰
す
る
：の
に
役
立
.つ
で
あ 

ろ
.ぅ
。

ま
ず
、
が
が
?>
0

.に
近
い
と
き
、1

?
:

は
次
の
近
似
式
で
表
す
と
.
と
が
■
で
き
.る
。

• 

:
 

.

.

.

.

.

A

IT
^
.
+
A
W
.
.
. 

.

?

v

l§
o)

+

M

b
-s
:
°(

；p

l

^)

あ
る
い
は
筆
.の
.龄
で
、

:■
:
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循
環
の一

部
を
構
成
す
る
も
の
と
し
.て
分 

析
し
よ
ラ
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
在
来
の
家
政
学
を
単
な
る
家
計
技
術
の
教
科
- 

書
か
ら 
一
旗
前
進
さ
せ
よ
う
と
す
る
種
々
の
こ
こ
ろ
.み
.
の

う

ち

で

、
.
と

く

に

注 

E

す
べ
き
成
果
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
P

そ
の
前
半
は
大
河
内
氏
の 

分
担
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
'の
第
.
一：章
に
お
い
て
新
し
い
家
庭
経
済
学
は 

つ
ぎ
の
よ
是
規
定
さ
れ
て
い
る
。

,

「

豸
罾
罾
罾
^

な
い
し
家
政
学
を
一
つ
の
学
問
®

と
し
て
成
立
さ
せ
る
*:
• 

め
に
は
、
そ
れ
は
.恣
意
的
な
家
事
理
念
に
出
発
す
る
個
人
的
な
主
張
や
思
い
つ 

き
を
盛
り
込
ん
だ
も
の
で
あ
っ
て
は
不
可
で
あ
る
。
家
庭
経
済
学
に
.と
っ
て
第 

1

に

^

双
な
こ
と
、
.そ

し

て
^-

た
学
問
的
に
可
能
な
こ
と
：は
、.
謹

ご

と

に
> 

そ
の
i

生
活
の
.全
^

^

は
、.
、ど
の
よ
う
.に
異
な
.
っ
て
い
る
が
、：

そ
し
て
そ
の 

差
異
ぼ
：、
そ
れ
ぞ
れ
の
靈
の
世
帯
の
消
費
獲
.や
消
費
慣
習
の
特
殊
性
と
、

. 

ど
の
よ
う
に
結
び
つ
い
て
い
.
る
の
'
が
，、
を
明
ら
が
に
す
^

こ
.
.と
で
あ
る
。J
o

一

«

0
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頁)

こ
の
消
費
生
活
の
金
構
造
は
、
世
代
の
育
成
を
も
ふ
く
め
た「

労
猶
力」 

め
苒
生
塵
過
程
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
な
け
れ
•は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
国
民
経
済 

の

循

環

の

な

：か

で

そ

.の
規
制
を
ぅ
け
な
が
ら
も
、
ま
た
逆
に
こ
れ
に
■
き
か
け 

る
過
程
：を
分
析
す
る
の
が
第
二
章
の
課
題
と
さ
れ
る
'0,

十
な
わ
あ
.
日

本

人

：の

低

い

生

.活
水
準
、
，.と
く
に
そ
の
低
賃
金
の
根
源
は
、
賃 

金

が

労

働

者

世

帯

の

生

活

費

：を

.ま

.
1か
.な
グ
も
の
と
し
て
確
立
さ
れ
ず
、「
農
村
か 

ら
の
出
稼
労
働
者
に
対
す
る
ひ
.
と
握
り
の
生
活
補
給
金j

ハ
ー
一
S1
5

と
さ
れ
、
 

後
に
世
帯
も
ち
の
労
働
者
が
.工
場
地
^

に
定
着
す
る
場
合
に
も
、
.
こ
の
砝
い
単
. 

身

者

賃

金

を

年

动

：に

よ

.つ
て
昇
^

さ
せ
シ
形
を
と
つ
て
^
日
に
い
た
つ
て
い
る 

と
こ
，
ろ

に

求

め

ら

れ

る

。

そ

の

底

®'

に

は

内

職.
家

内

労

働

者

、

」

.零

細

企

寒

労 

.
働

者

、.日

雇• 

二
コ
3
ン
、
大

エ

場

の

臨

時

エ

•

社
外
‘エ
等
の
貧
困
の
実
態
が 

あり、
家庭経済のは

-

の
国
民
所
得
分
布
の
ア
ン
バ
ラ
ン

'
ス
を
f

 

と
し
て
分
析
さ
れ
な
け
れ
•は
な
ら
な
：い
。.
そ
こ
で
著
者
は
経
済
循
環
を
資
本
の 

運
動
^

に
則
し
て
概
説
し
ニ
そ
の
結
果
所
得
が
分
駆
さ
れ
る
諸
階
層
を
資
本 

家

•

大
地
主
、
自
営
業
者
、
労
働
者
、.
食
困
層
に
分
類
し
て
、
家
庭
経
済
の
問 

題

点

を

主

と

し

て

労

働

者

職

員

層

の

，社

会

的

^

t

の
増
大
が
、
消
費
財
に
対
す 

る
国
内
市
場
の
形
成
を
通
し
て
社
会
の
必
要
と
す
石
労
働
力
を
再
生
隹
す
る
と 

-
と
も
'に
、
社
会
保
障
の
進
展
等
を
も
と
も
な
つ
て
^

^

に
：消
費
の
社
会
化
を
も 

た
ら
す
と
こ
ろ
に
求
.め
て
い
.
る
。
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一
本
書
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は
籠
3

氏
に
よ
つ
：て
分
担
さ
れ
，
ま
ず
第
三
韋
に
お
い
て
家
庭 
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